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日米両国においてシロクローバの遇伝質の相互交換と評

価を行うために共同研究を実施した。世界各地から収集さ

れ．米国農務省に保存されている遺伝質の中から耐病性（主

としてウイルス病），越冬性．伸長壷及び開花特性に優れ

たものを広く導入した。すなわち，昭和52年（第1次導

入）にはrrゆ／J〟研属の遺伝質112点を，昭和54年（第2

次導入）には小葉型の放牧用系統を主体に30点を導入した。

我が国からは東北農試保存のシロクローバ58点を分譲し，

これらを用いて相互に遺伝質の評価を行い．育種母材とし

ての利用を図った1・2）。

ここでは東北農試で実施した試験について報告する。

1　材料及び方法

供試材料は第1次導入のシロクローバ84系統，その他の

クローバ類28系統と，第2次導入のシロクローバ30系統を

標準品種及び比較品種とともに供試した。

種子をそれぞれ15．0×5．5×10，0mのシードリングケー

スに播種して温室内（200C士5℃）で育苗後，第1次評価

は昭和53年5月8日に1区10個体2反復で，第2次評価

は56年5月11日に1区10個体3反復でそれぞれ畦幅2椚

蓑1　第1次導入系統の原産地別の諸特性
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×株間1桝で圃場に移植した。肥料は基肥としてa当りN

：0．7，P：1．4，K：0．7物，タンカル15毎を施用した。

初期生育，草型，均一性，草勢．葉柄長，株の拡がり，

ランナー数，ランナーの太さ，葉数，葉の大きさ．葉色，

斑紋，熟期．開花数．ウイルス病抵抗性，秋の草勢，越冬

性及び早春草勢の18項目について調査を行った。

2　試　験　結　果

（1）第1次評価試験

26か国原産84系統を用いた試験の結果，有用な昭伝子

として相当数の系統が育種素材に利用出来ると考えられた。

それらの系統の特性の概略を以下に述べる。また，特徴的

な系統の調査結果の一部と原産地を表1に示した。

極大薫型の育種素材として．中晩性でウイルス病，越冬

性にやや優るItaly産1，早熟で伸長虫大の18・8el産1．

越冬性優り，ウイルス病に強いHungary産1，伸長重大で

越冬性のよいFranCe産1の合計4系統が有望であった。

極小薫型では，次の13系統が有望と考えられた。早熟，

多花．越冬佳良の〟gh血st8n産2，中晩生．ウイルス病強，

越冬性良のFranCe産2，伸長壷大，花数多，越冬性良．ウ

原 産 地 国 名
導 入
系統 数

草　 型 均一 性 葉 柄 長
株 の
拡 が り

熟　 期 開 花数
ウ　 イ

ルス病
越 冬 性

A rg h a山如8m 4　　　　　 7　　　　　 6　　　 16　　　 141　　　　 3　　　　　 4　　　　　 6　　　　　 4

F Tan¢e 9　　　　 6　　　　 5　　　 18　　　 147　　　　 6　　　　 5　　　　 6　　　　 3

In d ia 1　　　　 6　　　　 7　　　 17　　　 154　　　　 3　　　　 5　　　　 7　　　　 7

Ir8m 5　　　　 6　　　　 5　　　 18　　 169　　　　 4　　　　 4　　　　 5　　　　 4

Ir8q 5　　　　 7　　　　 6　　　 15　　　 150　　　　 5　　　　 4　　　　 7　　　　 5

N e w Z eal8 n d 3　　　　 6　　　　 6　　　 17　　　 139　　　　 5　　　　 5　　　　 6　　　　 3

Sp a in 8　　　　 6　　　　 7　　　 18　　　 164　　　　 5　　　　 4　　　　 5　　　　 4

T u－k e y 3　　　　 台　　　　 4　　　 14　　　 127　　　　 4　　　　 4　　　　 5　　　　 4

U S A 1 6　　　　 5　　　　 6　　　 19　　　 150　　　　 5　　　　 5　　　　 6　　　　 4

U S S R 4　　　　　 7　　　　　 6　　　 15　　　 126　　　　　 5　　　　　 5　　　　　 7　　　　　 5

標 N o lin S I m pro Y ed 5　　　　　 6　　　 17　　　 145　　　　 1　　　　 2　　　　　 6　　　　　 8

〝　T illm 8m 3　　　　 7　　　　 29　　　 129　　　　 8　　　　 6　　　　 5　　　　 4

比 G r8S 818n d 8 H u i8 6　　　　　 5　　　 18　　　 134　　　　　 5　　　　　 4　　　　　 7　　　　　 4

〝　E il8 0b a 2　　　　 3　　　　 25　　　 149　　　　 8　　　　 6　　　　 6　　　　 4

注．（1）調査基準は，草型：1・・・極大車型，9・‥極小葉型，均一性・越冬性：1…良．9・・・不良，葉柄長：1株10本

の平均値（珊）．株の鉱がり：畦と直角方向の直径（甜），熟期：1…極早生．9…睡晩生，関花数：1…多，

9・・・少，ウイルス病：1…確病性，9・‥抵抗性とする。

t2）捺：標準品種．比：比較品種
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イルス病強のIraq産3，越冬性良．ウイルス病やや強の

がevZe818nd産1．早熟，多花，越冬性良の仇・key産2，

越冬性やや良のU8SR産1．8p8in産及び87itzerl沌d産

の各1系統であった。

大伸長型では，早熟，多花，越冬性良．ウイルス病強の

〟伊仙i8t8n産2，越冬性良のFr880e産1，早熟．ウイル

ス病強のIndia産1，極早生，ウイルス病強のIndi8産1．

極早生．ウイルス病強のIr沌産2，ウイルス柄睡強，多

花，越冬性良のIraq産2，′ト集．越冬佳良のしやhn仙産

1，越冬佳良の80u仙Arri08藍1，ウイルス病強．越冬性

やや良のSp8in産1及びU8A産2系統の計14系統が有望

と考えられた。

更に，多花型では，小葉，早熟，ウイルス病強のA－ge鵬in8

産1，伸長量大のBelgium産1とSp血産1，′ト葉，ウイ

ルス病強のSYeden産2，越冬性良のU8A産1，Ⅰ－叫産

1及びUBSR産1の計8系統が有望とみられた。

表2　第2次導入系統の原産地別の諸特性

（2）第2次評価試験

放牧型に主眼をおいたため，全体として草型の小さい系

統が多く，原導入国は16か国であった。主要な特性をもつ

系統の一部をそれらの原産地別平均値で表2に示した。

有望なものとして，次の23系統があげられた。すなわ

ち，Argbni8t8m産2，Au8tr81i8産2．Denm8rk産1，

fr8nQe産2，早熟なIndi8産1，IT仙産1，lr8q産1．

伸長量大のNeYZe818nd産1及びSp8in産1．80uthArr通

産2，Turkey産1．ウイルス病強のUSA産3とUSSR産

1，United ngdom産1及び伸長虫大で．ウイルス病強

のY叩OSl帥i8産3系統であった。

（3）シロクローバ以外のクローバ類

11か国の原産である18珪28系統が導入され．それぞれ

について特性を調査した結果，T．ル叩小川憫（ストロベ

リークローバ）のウイルス病に強抵抗性が特に注目され

た。

「盲 ‾ 入

系 統 数
草　 型 均 一 性 葉 柄 長 株 の

裁紬 くり 熟　 期

3 8 6 1 8 7 3 4 4 6

1 7 5 2 0 9 1 5 5 6

3 7 5 2 3 1 1 1 5 6 6

1 7 5 1 9 4 5 3 5 6

1 8 4 1 4 7 9 5 4 4

1 7 3 2 3 9 1 5 5 6

1 6 3 2 4 1 2 5 6 6 6

1 7 6 1 8 8 7 4 4 7

1 7 4 1 8 6 9 5 5 5

3 7 5 2 1 9 8 5 5 7

5 4 1 6 8 1 2 4 7
4 4 3 2 7 7 7 9 6

6 4 2 4 7 3 5 5 6

3 4 2 8 1 1 3 6 8 6

4 5 2 1 7 2 5 5 6

原産地国産

Afgbni818n

Donm8rk

FranOe

Indi8

Ir8n

Imq

Spain

V88R

UnitOd＆ingdom

Yugo818▼i8

標NolinさImp・0Yed
〝　Tillman

比Or8881糾山k】乱山血

〝　Elt80h8

〝　Ⅱ8bb88hiro

注．調査基準は表1の脚注に同じ。

3　考　　　　　察

以上の試験結果によると．低緯度産の系統は早生系が多

いものの越冬性で多少劣り，逆に高緯度産の系統は越冬性

がやや優る傾向がみられた。また．第1次導入系統の中に

はウイルス病に強い抵抗性を示す多数の系統がみられた。

これらの全系統を用いて草型，葉柄長．株の拡がり間の

相関係数を求めた結果．第1次評価試験では草型と葉柄長

間では－0．877＊＊，車型と株の拡がり間では一0．801繍

葉柄長と株の拡がり間では0．477＊＊の値を示し，第2次評

価試験ではそれぞれ一0．655＊＊，－0．515＊＊及び0．663＊＊

となり，国内における在来遺伝質とほぼ同じ憤向とみられ

た。

これらの諸特性を基にして第1次導入のシロクロー′ヾの

中から65系統135個体と，第2次導入の中から23系統104

個体の計88系統239個体を選抜し．優れた特性別に群分け

して多交配を行った。今後これらを材料とした優良系統の

作出が期待される。
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